
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度
 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初要求額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
2. 総務費 2. 男女平等参画推進センター事業

1. 総務管理費

20.男女平等参画推進費 自治人権推進課

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

経常 単独 21,245 0 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

21,245 21,245

男女平等参画に関する施策の推進並びに市民及び事業者 男女共同参画社会基本法では、男女共同参画社会の実現 男女平等参画を推進する拠点の確立により、情報の提供

が行う男女平等参画を推進する取組の支援のための総合的な拠点施設の を２１世紀の我が国社会を決定する最重要課題と位置づけている。同法 や学習、交流、団体育成の場が確保され、また「女性のための相談」の

整備を行う。 第９条では、地方公共団体は国の施策に準じた施策の策定や実施を責務 充実が図れ、男女平等参画社会の形成を推進できると期待できる。

としており、条例第１４条に基づき、男女平等参画を推進する総合的な

拠点施設を整備する。

男女平等参画社会づくりの推進拠点としての機能

の充実を図りながら、男女平等参画社会の着実な推進と、広く男女平等

参画意識の醸成に努める。

09 10 10 0

11 100 100 0

13 13,100 13,100 0

14 7,990 7,990 0

18 45 45 0

差引一般財源 21,245 21,245 0


